
令和元年１１月２９日 
 

ジオナレッジ合同会社 

上田市地域づくり人材育成講座 



商   号         ジオナレッジ合同会社 （法人番号：8100003004518） 

所在地         長野県  須坂市 

代表者         水野  博史 

設立年月      平成28年10月 

資本金         300万円 

業務内容      地理空間情報、ＧＩＳのコンサルティング 

                   地図の利活用に関するプロジェクトの管理 

                   ＧＩＳ活用人材の育成 

一言ＰＲ       「地図活用×問題解決」ならお任せください  

会社概要 



人口減少がまねく地方の衰退への対峙 

人口減少は 「制約条件」 ➜  基本的に変えられない。 
 

地方衰退は 「前提条件」 ➜  行動次第で変えられる。 

提案 ： 地図情報の活用による課題克服 

弊社のミッション 



「マップの力」を地域に役立てる 

マップを使ってＳＤＧｓ 
（2019.6.9） 

得する街のゼミナール 
（2018.9.1） 

市民学習会での講演記事 
（2019.3.23） 



とよのわが家の防災マップ 



このたびの台風19号によって、長野市豊野

地区は甚大な洪水被害に見舞われました。 

被害に遭われた皆様には、心よりお見舞い

申し上げます。 



ハザードマップの問題点 

2018年７月豪雨  岡山県倉敷市真備町 

国土交通省中国地方整備局HPより 



洪水・土砂災害のリスクは増えている 

猛烈な雨（時間降水量80㎜以上）の発生回数 

避難行動への 

動機づけが課題 



長野市豊野地区の取り組み 

「配るだけで終わらせない！」を合言葉に、ハザードマップを作成 

データ入力： 

豊野地区住民自治協議会 

事務局職員   

全体図（S=1/17,000） 

全７区を４分割した詳細図（S=1/6,000） 

防災ガイドブック、 防災シール 

自分たちで 



地区役員（各区より２名） 

市消防団豊野ブロック分団長 

赤十字奉仕団豊野分団委員長 

防災指導員 

民生児童委員評議会会長・副会長 

長野市豊野支所長、補佐 

住民自治協議会会長 

事務局長、事務局員 

（以上31名） 

避難誘導計画策定委員会 

【アドバイザー】 

長野中高警察署豊野町交番所長 

長野市消防局鳥居川消防署長 

長野市危機管理防災課 

【データ提供、協力】 

国土交通省千曲川河川事務所 

長野県危機管理防災課 

長野市情報政策課（背景地図） 

 

アドバイザー、データ提供 

官民連携によるプロジェクト 

地域住民が主体となり、行政が全面的にサポート 



背景地図
データ 

独自収集 
データ 豊野地区住民自治協議会 

避難誘導計画策定委員会 

長野県 
長野市 

被害想定
データ 

国・自治体のオープンデータを使用 

位置や大きさが正確、修正も容易 



１  背景地図データの設定 

２  被害想定データの収集 

３  独自収集データを入力 

４  現地確認、 データ修正 

防災マップの作成手順 

5  策定委員会での点検 

6  印刷・製本（委託） 

7  全戸配布 

国交省河川事務所 

県危機管理防災課 

または 「基盤地図情報」 とよのいいとこマップ 

各区からの情報 

消防（団）の情報 

策定委員会による点検 
完成 ！！ 



使ってもらう工夫 ①   

各区からの 
情報も記載 

記号は 
フリー素材 
または自作 

一般的な 
ハザードマップ
にはない情報 

用水路の越水など 
にも注意喚起 

施設台帳としても 
使えるくらい緻密 

河川事務所 

からのデータ 

長野県 

からのデータ 



使ってもらう工夫 ②   

シールを貼って避難場所とルートを確認 

１円玉で距離と時間を測定 



使ってもらう工夫 ③   

共感 
（Empathy） 

問題定義 
（Define） 

創造 
（Ideate） 

プロトタイプ 
（Prototype） 

テスト 
（Test） 

いつのまにか「デザイン思考」になっていた 

       （マップ作りの）活動自体が、防災意識を高めている 



そのほかの活用事例 



とよのいいとこマップ 

豊野のマップづくりの起点。すべてはここから始まった 

手書きマップの行き詰まり ➜ データマップへ方針転換 



2018.5.26 
信濃毎日新聞 

2018.6.1 
長野ケーブルTV 

全国大会での発表
（東京大学） 

ベスト地域拠点 
にも選ばれた 

マップづくりの会（地域振興部会）の活動 

アクティビティ部門で 
銀賞（２位）を受賞 



小さな成功が、次の行動への動機になる 

反響が大きくてびっくり。 

たくさんの人に使ってもらえる
ことが大切ね。 

いろんなことに使っていこう。 



さわやかウォーキング教室 

健康づくりサークルとのコラボイベント。 

版権を気にする必要がなく、イベント用に簡単アレンジ。 

まずは準備体操 

説明を聞きながらの 
ウォーキング 



とよの昔話で ぶらマップ（公民館） 

公民館のイベントに活用。 

地域の専門家による案内・説明。 

地域の魅力を再発見！ 

マップを片手に 
スタート 

こんなところにも
お宝が・・ 



歩こう大会（育成会） 

川沿いを歩くコースから、マップを持って地区内を歩くコースへ変更。 

親子100人が参加。 想定外の数にＢＢＱのお肉が不足。 

これまでのコース 

学校に古墳が 
あるんだ 

この交差点 
危ないかも 

文化財を見学 

石碑がいっぱい 



データマップづくりを通じた地域振興 

詳
し
く
は
こ
ち
ら
に
 

（
２
０
１
８
・
8
月
号
）
 

オープン
データ 

負担 
軽減 

健康 
活動 

世代 
交流 生涯

学習 

観光 

教育 防災 



Ｄo Ｍap Yourself ！ 
 

～ 「知の地図」を自分でつくろう  ～ 

 
ご清聴ありがとうございました。 

お問い合わせ、ご相談は・・ 

https://geoknow.jp/contact/ 

もしくは、026-214-5252（平日 8:30～17:00） 


